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研究成果の概要（和文）：　日本では学術的な位置づけが確立しておらず、エビデンスが十分でないコーチングの現状
を把握し、コーチング心理学の方法論としての基盤を整備するために、1．既存のヘルスコーチングの論文および書籍
のデータベースを用いた検索とレビュ、２．コーチの現状に関する大規模なウェブ調査、３．英国を中心とする海外の
コーチング事情の把握と研究交流の確立、及び認知行動コーチングのトレーニングの受講、４．コーチングの学習効果
を測定する指標としてのコーチング自己効力感尺度の開発、を行い、その成果を編著書「コーチング心理学概論」の刊
行をはじめ、論文、学会発表、シンポジウム、医療者向けの講演などさまざまな形で発表した。

研究成果の概要（英文）： Due to the lack of concrete theories and empirical evidence, coaching has not 
become established as an academic discipline. In order to establish coaching as a method of health 
communication, firstly, we reviewed books and articles on coaching in the National Library Database. 
Secondly, we conducted a web-based questionnaire survey with Japanese coaches, which inquired about their 
training experiences, models utilized, number of clients, and income, among others, in order to 
understand the current situation of coaching in Japan. Thirdly, we visited a leading coaching 
psychologist in the UK and exchanged information, and one of our researchers received training in 
cognitive behavioural coaching in the UK. Fourthly, we developed the Coaching Competency Self-Efficacy 
Scale (CCSES) to assess the development of trainee coaches. Finally, we published the first academic book 
on coaching psychology in Japan, which is entitled, “An Introduction to Coaching Psychology”.

研究分野： 健康心理学、 コーチング、ポジティブ心理学

キーワード： コーチング心理学　コーチング　認知行動アプローチ　ＲＥＢＴ　コーチ　ウェルビーイング　ポジテ
ィブ心理学　ヘルスコーチング
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１．研究開始当初の背景 
  ｢コーチング｣は日本では 2000 年頃から
ビジネス分野から医療・健康分野に紹介され、
患者の動機づけを高めたり、目標達成を支援
する手法として広まっていた。しかし、これ
らはコミュニケーション・スキルとして認
識・活用されていたもので、理論的基盤や学
術的根拠を十分に持たず、紹介者や実践者の
中に背景となる心理学やカウンセリングの
知識を持つ者もほとんど含まれていなかっ
た。また、「コーチング」のトレーニング自
体もさまざまな民間企業が担っているため、
質の担保が十分とは言えない状況であった。
本研究者らは、欧米において「コーチング心
理学」が心理学の一分野として確立し、大学
の正規カリキュラムに位置づけられ、学術団
体や学術誌が存在する状況と比べ、日本にお
けるコーチングおよびコーチング心理学の
大きな遅れに危機感を抱き、本研究に取り組
むに至った。 
 
２．研究の目的 
  上記の背景に示したように、日本では学
術的に位置づけられておらず、混沌とした状
況にあるコーチングの現状を把握し、コーチ
ング心理学的なアプローチを用いたヘルス
コーチングの方法論としての基盤を整備す
ることが本研究の目的であった。具体的には
以下の事柄を目的とした。 
（１）日本のコーチおよびコーチングの現状
を明らかにする。 

（２）日本でよく使用されているヘルスコー
チングの理論やスキルを明らかにする。 

（３）諸外国、特にコーチング先進国の現状
を視察し、コーチング心理学研究者との学
術交流を深める。 

（４）コーチング研究に使用できる、測定指
標を開発する。 

（５）（１）～（４）の成果をまとめ、ヘル
スコーチングを含むコーチング心理学の
学術書として出版する。 

（６）ヘルスコーチングをはじめとしてコー
チングの実践者に研究成果をひろく紹介
し、連携を強化する。 

 
３．研究の方法 
（１）目的（１）を遂行するため、まず、既
存の文献研究を十分に行った後、プロフェッ
ショナルコーチにインフォーマントとして
研究への協力を依頼し、質問紙を作成した。
職業コーチ、兼業コーチ、社内コーチなどコ
ーチングを活用している人たちに広く呼び
掛け、専門的背景やトレーニング受講歴、活
用の場、スキル、収入、心理学との関わりな
どについて、約 500 名の協力者を得てウェブ
調査を実施した。 
（２）目的（２）を遂行するために、日本で
出版されている「コーチング」に関する書籍
を国立国会図書館の検索システムを用いて
調査し、そこから得られる内容や著者などの

情報の傾向を分析した。さらに現在入手可能
なヘルスコーチングの書籍はすべて購入し、
内容を精査し分析した。 
（３）英国のコーチング心理学の第一人者で
あり、国際コーチング心理学会会長のロンド
ンシティ大学教授 Dr. Palmer, S.を訪問し、
英国の現状についてレクチャーを受けると
共に、Palmer 教授が主宰されている Centre 
for Coachingでのトレーニングプログラムに
ついてご教示頂いた。 
また、研究 2年目以降は研究者の一人（西

垣）が Centre for Coaching で認知行動コー
チングのトレーニングを受け、Certificate
を取得したほか、国際コーチング心理学会に
も 2度参加し、日本のコーチング心理学の現
状に関する発表などを行い、各国のコーチン
グ心理学者と交流を深めた。 
（４）コーチングトレーニングの効果を測定
する指標のひとつとして、コーチングに対す
る効力感を測定する尺度「コーチングコアコ
ンピテンシー自己効力感尺度」（CCSES）を、
国際コーチ連盟の定めるコーチのコア・コン
ピテンシーに基づいて作成した。予備調査と
してコーチング実践者約500名にウェブ上で
実施し、その結果をもとに初心者にも適用可
能な尺度に改変し(CCSES-R)、信頼性・妥当
性の検討を行った上、実際のコーチングトレ
ーニング場面で使用し検証を行った。 
（５）本研究の研究者らと 1名を加えた 3名
の編著により総勢 18 名の著者による日本で
初のコーチング心理学の学術書「コーチング
心理学概論」を企画し、出版した。コーチン
グの歴史、基本的理論、をはじめ背景理論と
してのアドラー心理学やポジティブ心理学
にも言及し、応用的活用として医療における
コーチング、キャリアコーチングなど実践的
な内容を盛り込んだ。 
（６）本研究の成果は学術論文や学会発表だ
けではなく、実践者にも広く伝えるため、研
究者の関わる「日本臨床コーチング研究会」
のワークショップをはじめ、ヘルスコーチン
グの実践者の集まる場を中心に広く一般に
むけても積極的に講演や実践を行った。 
 
４．研究成果 
（１）目的（１）の成果はまず、文献研究の
結果を図書の②、③に発表している。 
さらにそれに基づいて行った調査研究の

成果は、論文③および学会発表○20、○21におい
て発表した。協力を得られた 478 名中、独立
開業のコーチ、コーチング会社経営または社
員などコーチングを職業としている人が 195
名、仕事でコーチングを活用していると回答
した人が 187 名あり、これらをそれぞれ「職
業コーチ」「職務内コーチ」として特徴の比
較を行った。結果より、職業コーチと職務内
コーチの間には、性別や学歴には差がない一
方、コーチとしての教育歴、資格保有率、コ
ーチの職能団体加入率、経験年数、活動時間、
コーチとしての収入には統計的に有意な差



があり、いずれも職業コーチが職務内コーチ
を上回っていた。しかし、職業コーチであっ
てもその経験年数が 10 年未満の人が 70％以
上を占めており、資格を持たない人やコーチ
団体に所属していない人もあり、国家資格と
は無縁のコーチ業が専門職（プロフェッショ
ン）として確立するには至っていない現状が
明らかとなった。世界のコーチングの潮流と
して、エビデンスに基づく実践やコーチの学
位や高い専門資格が重視されるようになる
中、日本でも国際的なコーチ団体を中心とし
た活動の一層の発展や、学術界との連携の強
化が期待される。 
  
（２）目的（２）の成果は、論文①、②、⑨
および学会発表㉕を中心に発表を行った。ま
ず、日本で発表されたヘルスコーチングに関
する論文は、CiNii, Pub Med, 医中誌ウェブ
を用いて検索を行い、会議録や症例報告を除
く原著論文を分析したが、分析対象となった
11 篇の論文の中でもコーチング介入実施者
の資格が明記されておらず、適切な比較対照
群が設けられていなかったり、コーチングの
効果を測定する測度の適切性にも問題があ
るものが見受けられ、十分なエビデンスを確
立しているとは言い難い状況であることが
わかった。一方書籍に関しては、国立国会図
書館のデータベースを使用して抽出された
424 冊のコーチングの書籍のうち、37冊が健
康・医療分野のコーチング、すなわちヘルス
コーチングの書籍であった。最も古いものは
2002 年刊であった。著者の約半数は医療職で
あり、日本では早い時期から医療者自身によ
ってコーチングが医療分野に紹介されてい
たことが明らかになった。反面、実践的内容
中心の紹介のため、内容に偏りがあり、コー
チングの背景や多様性が十分に伝えられて
いなかった可能性がある。理論・実践・研究
のバランスの取れたヘルスコーチングの確
立のためには、欧米のように大学院のカリキ
ュラムの中に取り入れられることも、今後の
発展の方向性のひとつであると示唆された。 
 
（３）目的（３）の成果については、方法の
（３）で述べた通り、国際コーチング心理学
会に参加し、英国の Centre for Coaching の
トレーニングを受けることで達成されたが、
論文④、⑤、および学会発表⑩、⑮などにお
いても、国内外の研究者、実践家向けにその
成果を還元した。また、2016 年 7月に日本で
開催される国際心理学会(ICP)の招待シンポ
ジウムに選ばれ（発表①）、海外のコーチン
グ心理学者を交えて「アジアのコーチング心
理学」というシンポジウムを開催する、とい
う形で結実した。 
  
（４）目的（４）の成果については、学会発
表⑤および⑰で発表を行い、また、この尺度
を用いた実践の効果測定例として、③、⑦、
⑨、⑭の発表を国内外で行っている。本尺度

はまだ開発途上であるが、現時点である程度
の信頼性と妥当性を確認しており、今後さら
にデータを増やして検討を重ねることで完
成に近づけたいと考えている。 
 
（５）目的（５）の成果は、図書①西垣・堀・
原口編著「コーチング心理学概論」（ナカニ
シヤ出版、2015 年刊）の刊行として結実した。
研究者および研究実績のある実務家を合わ
せて総勢 18 名の執筆者の協力を得て、日本
で初のコーチング心理学の学術書として出
版された本書は、心理学関係者のみならず、
コーチング関係者、コーチングに関心を持つ
医療者や教員からも反響を得た。 
本書の章建ては以下の通りである。1 章：

コーチングおよびコーチング心理学とは何
か、2 章：コーチング心理学のスキルとモデ
ル、3 章：コーチング心理学におけるアセス
メント、4 章：高等教育で教えるコーチング
心理学、5 章：コーチングの背景理論：アド
ラー心理学と人間性心理学、６章：ポジティ
ブ心理学、7章：認知行動コーチング、8章：
プロコーチによるコーチング：契約/倫理/コ
ーチのコア・コンピテンシー、9 章：医療に
おけるコーチングの応用、10 章：キャリア支
援のコーチング。 
これまで曖昧にされてきたコーチングの

発展の歴史やカウンセリングとの関係、日本
でまだ十分に認知度が高まっていない認知
行動コーチングにそれぞれ章を割いて紹介
したことに加え、コーチング心理学の関連領
域として、執筆陣にアドラー心理学やポジテ
ィブ心理学の代表的研究者にも参加してい
ただけたことは、今後のコーチング心理学の
発展の方向性を示す上でも十分な意義があ
ったと考えている。 
 
（６）目的（６）は、（１）～（５）の成果
を研究者だけではなく、実践家や心理学以外
の領域の専門家にも広め、広く連携を図って
いくことであった。 
 学会発表の⑱、㉓では会員外のプロコーチ
をシンポジストとして招待して開催したほ
か、⑥、⑫、⑬では実務家中心の学会や研究
会で発表、㉒のように医療職中心の学会でも
講演を行った。さらに⑧では教育畑の実務家
及びアクティブ・ラーニングの研究者と共に
シンポジウムを開催し、教育場面へのコーチ
ングの可能性を討論した。㉔は心理療法、⑯
はポジティブサイコロジー医学会など、研究
者らの専門とは異なる専門家との交流の可
能な場でも発表を行った。⑪では認知行動コ
ーチングと最も近い REBT 学会からシンポ
ジウムの登壇を依頼され、コーチング心理学
の立場からの発題を行った。 
 これらの啓蒙活動は研究期間の３年間の
間に十分な成果を上げることができたと考
えているが、今後とも継続・発展させていく
予定である。 
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